予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：スポーツ振興対策費　　　
	事業名　岐阜メモリアルセンター施設整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清流の国推進部　地域スポーツ課　施設管理係　
電話番号：058-272-1111（内2947）

E-mail：c11172@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　1,607,393千円（前年度予算額：35,700千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県債
	一　般

財　源

	前年度
	35,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	35,700

	要求額
	1,607,393
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,607,393

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜メモリアルセンターの各施設は建設から約２２年以上が経過してお
り、経年劣化による汚損、破損が発生し、機能・景観を著しく損ねているだけにとどまらず、利用者の安全にかかわるものも発生している。
・また、機械設備にあっては耐用年数をはるかに経過し、不具合も発生しており、何時故障してもおかしくない状況に加え、製造が終了し交換部品も無い機器もある。このような設備が万一故障した場合、施設が利用できない状態となり、多大な問題が起こるとともに、中には施設利用者の安全にかかわるものもあることから、改修・補修を行わなければならない。
・平成２８年度に第１９回全国農業担い手サミットが、岐阜メモリアルセ
ンターで開催される。会場となる岐阜メモリアルセンターの噴水広場周
辺、本館、で愛ドームは建築から約２７年が経過しており、国体開催前に一部を修繕したものの、経年劣化による汚損又は破損が著しい箇所があることから、補修工事を行う。

      また、障がい者への安全確保のためにバリアフリー改修工事を行う。
（２）事業内容（主な工事）
　　　　ア　施設整備費　　　　　　　　　　　　　　　　  897,513千円
・電気通信設備更新工事           　　        70,632千円

・水泳場タイル修繕                           13,068千円
・庭球場コート補修工事 　　　　　　　　　　  16,879千円
・高圧電源設備・幹線高圧ケーブル更新実施設計 15,305千円
・高圧電源設備・幹線高圧ケーブル更新工事　　349,918千円
・課金装置劣化部品取替工事 　　　　　　　　　25,920千円
・空調設備（ｴｱﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ）更新工事　　　　274,988千円

・分電盤等更新工事　　　　　　　　　　　　　110,989千円
        イ　本館整備費　　　　　　　　　　　　　　 　　 709,880千円
・本館改修工事　　　　　　　　　　　　　　　 23,368千円
　　　・天井屋根照明撤去　　　　　　　　　　　　　 35,073千円

　　　・で愛ドーム壁・床の再塗装　　　　　　　　　 48,847千円
　　　・で愛ドーム大型ビジョン新設　　　　　　　　442,089千円

　　　・で愛ドーム２階自動ブラインド改修　　　　　 14,448千円
　　　・で愛ドーム２階車いす用観覧席の改修　　　　　9,358千円　

　　　・体育室照明及びランプの取替　　　　　　　　 12,526千円
（３）県負担・補助率の考え方

　　  県10／10（県有施設の整備であるため）　
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費
	1,571,581
	事業内容に示すとおり

	委託料
	29,553
	事業内容に示すとおり

	諸費
	6,259
	上記工事請負費にかかる事務費

	合計
	1,607,393
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業

	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　センターの施設・設備は、国体前に一部改修・更新したが、保守点検で良好な結果を得た設備等は改修・更新を先送りしている。各施設とも竣工から22～25年が経過し、耐用年数超過、法不適合状態、不具合発生などが生じている施設があるため、これらの設備を中長期的な目線で改修を行う。
　本館整備については、平成28年度に第19回全国農業担い手サミットが開催されるため、これに間に合うように経年劣化による汚損又は破損が著しい箇所の改修を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	土木工事、建物又は設備機器等の補修、更新であることから指数を示すことは適当ではない。


（前年度の取組）

	・陸上競技場のウレタン洗浄工事を実施した。
・陸上競技場の踏切板追加工事を実施した。
・陸上競技場の公認検定に向けた追加工事追加工事を実施した。

・で愛ドームの床材を、イベント兼用の床に張り替えた。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　陸上競技場の公認検定継続取得に向けて、経年劣化箇所の補修、及び競技必要箇所の整備を行い、公認検定を継続することができた。
・噴水広場インターロッキングの改修により、著しく汚れて景観を損ねていた箇所が無くなるとともに、不陸による水たまりなども解消された。

・で愛ドームの床をイベント兼用の耐荷重能力の高いものとしたことで、今後のドームの使用制限の範囲が広がるとともに、スポーツ競技に影響のある不陸の懸念が解消された。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	スポーツ施設・都市公園として、利用者に安全で快適に施設を利用してもらうためには、劣化の進んだ施設・設備を改修・更新する必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	劣化の進んだ施設・設備を見極め更新したことにより、安全・円滑な施設運営が出来た。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	施設整備は、必要最小限の工事を、利用者への制限を極力抑え、効率的に施工した。
指定管理者と連携を図り、運営しながら改修を行っており、管理運営業務に支障を来さないよう、効率的な事業実施に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
各施設とも竣工から22～25年が経過し、経年劣化による汚損、破損又は故障が発生していることに加え、耐用年数を超えた設備や不具合が生じている設備について利用者の安全面、各種大会運営への影響を踏まえ、引き続き施設整備費を要望し、改修・補修を行う。
平成28年度に第19回全国農業担い手サミットが開催されるため、これに間に合うように経年劣化による汚損又は破損が著しい箇所の改修を行う。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

高圧電気設備や幹線高圧ケーブルについて、設計や調査を行い優先順位を付けた上で、更新に必要となる施設整備費を要求する。
　今後も施設の安定的な運営を実施し、設備を稼働させるためには、適正な時期における計画的な修繕が必要である。


